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研究成果の概要（和文）：マスギャザリングは「大規模なイベントやスポーツ競技会、コンサートなど多くの人
が集まることにより人々の興奮、熱狂、会場環境、アルコール等が原因となり、多数の傷病者の発生や感染症が
蔓延する可能性」として社会的・人為災害の一つであり、対策が必要である。しかし、災害看護学の教科書で
は、自然災害に関するものが多く、マスギャザリングについては触れられていないため、看護職の知識の習得と
対応力の獲得が急務である。日本での新型コロナウイルス感染症の流行、ラグビーワールドカップや、東京オリ
ンピックの経験を経て、様々な文献や報告書などから情報収集し、日本におけるマスギャザリング対応に必要な
看護ケアを体系化した。

研究成果の概要（英文）：Mass gatherings are large-scale events, such as sporting competitions and 
concerts, at which large numbers of people gather, leading to the possibility of large numbers of 
people being injured or becoming ill and of the spread of infectious diseases as a result of factors
 such as excitement, enthusiasm, the venue environment, or alcohol. As such, they are a type of 
social, man-made disaster, requiring a response and countermeasures. However, most textbooks on 
disaster nursing deal with natural disasters without touching on mass gatherings, and there is, 
therefore, an urgent need for the nursing profession to acquire knowledge and gain the ability to 
respond to such situations. Following experiences in Japan such as the spread of COVID-19, the Rugby
 World Cup, and the Tokyo Olympics, we collected information from a range of literature and reports 
to systematize nursing care that takes into account the necessary cultural background and diversity 
to respond to mass gatherings in Japan.

研究分野：災害看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
マスギャザリングに対する看護職の危機意識は十分ではなく、日本の災害看護学の教科書にもその内容は触れら
れていない。日本は東京オリンピックなどの大規模スポーツイベントも経験した。マスギャザリングは、行われ
る場所、時間、環境がわかる場合は、周到に準備することにより減災すること、あるいは未然に防ぐことが可能
である。看護職は、ボランティアや大規模イベントに関わる可能性もあり、看護職へのマスギャザリングの教育
が必要かつ急務である。自然災害を中心とした災害看護学に対して、「マスギャザリング」という観点から看護
ケアを体系化することは、社会の国際化が著しく進展していることからも大きな意義を持つと考える

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 マスギャザリングとは「大きなイベントやスポーツ競技会、コンサートなど、多くの人が 
集まることにより、人々の興奮、熱狂、会場環境、アルコールなどが要因となり多数の傷病 
者の発生や感染症が蔓延する可能性」として社会的災害、人為災害の一つとして定義され、 
対策と対応が必要である。日本では 2019年にはラグビーワールドカップ、2020年には東京 
オリンピック・パラリンピックの開催を控えており、世界中からの訪問者の急激な流入出に 
よる健康危機管理が求められ、文化的背景を考慮した多様なケアが必要である。 
しかし、日本はグローバル化が進んでいるにも関わらず、災害が起きるごとに外国人への対応
も課題となってきた。日本は数々の自然災害を経験し、住民の防災意識は年々高まり、国、地方
公共団体における防災対策、医療機関での備えも強化されてきた。災害看護学の中でも人命救助
が優先される急性期のみならず、中・長期にわたる人々の生活支援を中心とした看護の知が構築
されている。しかし、マスギャザリングに対する看護職の危機意識や知識も十分ではなく、日本
の災害看護学の教科書にもその内容は触れられていない。 
近年、社会の国際化が著しい進展を続けるとともに国際的なスポーツイベントを控え、来日外
国人観光客は急増している。特にマスギャザリングは行われる場所・時間、環境が分かっており
周到に準備することにより減災すること、あるいは未然に防ぐことも可能である。看護職はボラ
ンティア、医療支援という形でオリンピックや大規模イベントに関わる可能性が高く、看護職の
マスギャザリングに対する知識の習得と対応力の獲得が急務であると考えた。 
  
２．研究の目的 
本研究は日本におけるマスギャザリング対応に必要な看護ケアを体系化することを目的と 
した。マスギャザリングに関する文献、ガイドライン、報告書、学術機関、国際機関からの情報
を収集、ケアニーズを明らかにする。更に国ごとに異なる多様なケアニーズの把握と対処方法を
集積する。教育プログラムをケア提供者・対象者別（看護学生、看護職、地域住民など）、ケア
提供場面（競技会場、病院、クリニック等）やニーズに応じて検討する。教育内容と情報提供マ
ップの妥当性や有用性を検証し、ラグビーワールドカップや東京オリンピックなどの国際的な
スポーツイベントの状況を踏まえて、最終的にマスギャザリング対応に必要な文化的背景、多様
性を考慮した看護ケアを体系化することを試みる。 
 災害看護は緊急対応だけでなく、人々の日常的に潜む健康と生活におけるリスクに対する 
レジリエンスの強化を支援することを目的としており、人々の生活と健康状態を対象とし、 
特徴的なニーズを把握しながら人々の生活を支援する活動である。看護職への教育および看護
職による市民に対する啓蒙活動により、マスギャザリングへの対応を強化することにつながり、
来たる国際スポーツイベントの安心安全に寄与すると考える。また、看護学、特に国際看護学、
災害看護学に加え、公衆衛生学など、学際的な取り組みにより実装性のある教育プログラム開発
と革新的なソリューションにつながる人間科学的アプローチを構築できる可能性がある。 
 
３．研究の方法 
過去の国際的マスギャザリング、異文化看護に関する論文、報告書、学術機関、国際機関から
発信されている情報やガイドラインなどを収集する。マスギャザリングに関する資料の収集と
分析を行い、看護上の課題を明確化する。特に、Public Health for Mass Gatherings: Key Considerations
（WHO, 2015）に挙げられている健康増進と住民への情報提供、疾病管理と集団発生時の対応、
リスク・クライシスコミュニケーション、イベント会場での医療提供、水と食品の安全、災害の
備えと継続計画、環境衛生への考慮、化学的・生物学的、放射性物質のリスクなど、健康危機に
つながる内容、要因を抽出し、分類・整理するとともに、看護ケアの関連について検討を行う。
更にマスギャザリングの知識を必要とする看護職の特性、時期、ケア提供場面、対象者の文化的
背景の情報も分類、整理する。 
マスギャザリングに関しては過去の大規模イベント（オリンピック等）の経験の蓄積もあるた
め専門家に専門的知識の提供を求め、国際的マスギャザリングのケアニーズ、ケア内容の充実化
を図る。収集、分析した情報をベースにしたケアニーズの把握とその対処方法を蓄積し、マスギ
ャザリング対応に必要な看護職や看護学生向けの教育プログラムと住民や日本への来訪者向け
の情報提供内容を検討する。構築した教育プログラムを実施し、WEBアンケート調査、フォー
カスグループインタビュー等からプログラムの評価を行う。 
 
４．研究成果 
 2018年度に行ったマスギャザリングに関する文献レビューでは、検索データベース「PubMed」
にて「mass gathering」と「nursing」を掛け合わせ、検索期間は限定なしにしたところ 34件がヒ
ットした。タイトルレビューを行い、研究課題に関連しない 13件を除き、21件が該当文献とし
て抽出された。内容は、マスギャザリングの On-Site Careに関するもの（6件）、マスギャザリン
グに対する看護師の認識に関するもの（1 件）、マスギャザリングのシステマティックレビュー



（1件）、マスギャザリング時の疾病やケア内容の記述や予測（6件）、マスギャザリング時のト
リアージ（3件）、マスギャザリング時（感染症について）の看護師への介入プログララム（1件）、
マスギャザリングの群衆の認識（3件）であった。先のキーワード検索による文献数は、2019年
は 5件、2020年は 21件と急増し、2021年は 24件、その後文献数は減少したが 2022年は 10件、
2023年は 9件であった。Covid-19感染症の流行とともに、国際スポーツイベントの開催により、
マスギャザリングに対する関心が看護職においても高まったことが推察された。 
 2019 年 1 月 15 日には、イスラエルの Odeda Benin-Goren 氏へのヒアリングを行った。Odeda 
Benin-Goren氏は、正看護師で、救急看護認定看護師であり、世界保健機関（WHO）のアドバイ
ザーを務め、ウクライナの緊急事態への備えと保健システム改革、および WHO/国際協力機構
（JICA）ワーキンググループのメンバーとして、緊急事態における医療チームの報告基準を策定
した。イスラエルの医療の状況や、国連人道問題調整事務所（UNDAC-OCHA）の下で国連災害
評価調整官の経験や医療センターの緊急事態対策部長の経験から、Mass Gatheringにおいて看護
職に必要な知識と教育プログラムコンテンツについて助言を得た。ケア提供者は、人びとの文化
の多様性を理解することが重要であると話されたが、教育プログラムにどの程度、文化の多様性
のコンテンツを盛り込むことは、検討が必要である。 
 WHO が当初、2020 年 2 月 14 日に発表し、何度かバージョンアップされた「Key planning 
recommendations for mass gatherings in the context of COVID-19」を抄読し、日本災害看護学会第 22
回年次大会で「マスギャザリングにおける看護職を対象にした教育プログラムの開発」の交流集
会の中で発表した。この文書は、国際的な大規模イベントの主催者に対して Covid-19 の感染リ
スクを抑制するためのガイダンスを提供することが目的と書かれていた。看護職は直接的な主
催者ではないが、大規模イベントに関するリスクファクターを認識し、それを軽減するための対
応能力の一角を担う重要な役割があると解釈できた。特にリスクを軽減するための対策を講じ
ることが重要であり、看護職として「リスクコミュニケーション」にかかわっていくことが示唆
された。手洗いや感染防御の方法など、ソーシャルメディアを活用してリスク軽減に貢献できる
ような能力を修得できるように、教育プログラムに盛り込む必要がある。 
 ラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック 2020 を経て、看護職が Mass 
Gathering に対する知識や関心がどのように変化したか、Covid-19 の流行による医療逼迫と看護
職をはじめとする医療職者への影響を加味し、調査を行うことが現実的にできなかった。そのた
め、国内外の論文や、国際機関から発信されている情報、公的機関や学術団体によるホームペー
ジなどから情報収集し、看護ケアを検討していくこととなった。看護ケアの体系化までは導くこ
とができなかったため、現在も分析を継続している。Mass Gatheringという概念ではなかったが、
Covid-19 感染症の流行と拡大を受けて、多くの人が一堂に会する集団感染のリスクがクラスタ
ーという言葉とともに、国民にも周知されるようになった。3つの密や衛生対策の重要性は看護
職にも「知識」として広まった。そのため、必然的にマスギャザリングに関する準備性が高まる
機会となったが、Mass Gatheringで問題になるのは、感染症のことにとどまらない。オリンピッ
ク、パラリンピックに向けて救急災害医療体制に係る学術連合体（コンソーシアム）も結成され、
準備が進められた。一方で、競技会場などオンサイトでの医療体制の整備がされていても、観客
として来日する外国人は、体調不良時、地域の病院やクリニックにWalk inで来る可能性もある。
高澤ら（2021）もマスギャザリング医療を考える上では、ステークホルダー以外の地域住民など
のイベントに参加しなくても影響を受ける集団「ペナンブラ」に着目する必要性を述べている。
また、世界各地で戦争や紛争が起きている現状があり、Mass Gatheringにおいてはテロを想定し
た看護職の知識の向上も必要である。Mass Gatheringは、国際的視野から Think Globally、つまり
着眼大局に考えていくことが重要であるが、Act Locally、すなわち着手小局で地域の看護職も含
めた視点で教育プログラムを構築できるように、今後も看護ケアの体系化に向けて、分析を進め
て行く予定である。 
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